
表１ 本学の新カリにおける音楽関連科目一覧

はじめに

本稿は、こども教育宝仙大学（以下、本学）こども教
育学部幼児教育学科３年生の授業科目「音楽遊び」（２０２１
年度秋学期）の実践報告である。
「音楽遊び」は４年次の教育実習（幼稚園）を控えた
３年生を対象に、これまでに学んできた、子どもの歌の
弾き歌いのレパートリーの拡充と更なる研鑽、保育実践
における音楽表現技術を幅広く学ぶことを目的としてい
る。
本学における新型コロナウイルスによる感染拡大防止
措置により、本授業においては、教室への入室制限等の
感染防止策を徹底したうえでの対面授業を基軸としなが
ら、状況に応じて遠隔授業に切り替えるなど、柔軟な運
営が求められる中での実施となった。
本稿では、対面及び遠隔授業によって実施された「音
楽遊び」の授業実践報告と、最終授業時に行った学生へ
のアンケート調査の結果からその学習効果について考察
する。

Ⅰ 「音楽遊び」の授業概要

１．「音楽遊び」の位置づけ
「音楽遊び」は、３年生を対象として開講される「卒
業選択／保育士選択必修科目」であり、２０１９年の入学生
より開設された本学の新カリキュラム（以下、新カリ）
において、本学の音楽教育の基礎として位置づけられる。
１年春学期開講の「音楽と表現Ⅰ」、ピアノを使用した
弾き歌いの実技レッスンを中心とした「音楽実技Ⅰ」（１
年秋学期）、「音楽実技Ⅱ」（２年春学期）を学びの土台

にして、声や楽器を通じた仲間との協同的で創造的な表
現活動を実施する「音楽と表現Ⅱ」（２年秋学期）とい
う流れで受講を進めていく。
新カリにおいて、本稿で取り上げる２０２１年度「音楽遊

び」は初の実施年度となる。以下、表１に新カリの音楽
関連科目一覧を示す。

２．授業概要と到達目標
以下に、２０２１年度本学シラバスに記載されている「音
楽遊び」の授業概要と到達目標を引用する。

【授業概要】
器楽（ 盤楽器、打楽器等）を軸とした保育における
音楽活動について、学生個々の習熟度に応じたレパート
リーの拡大を図る。個別指導と並行して、保育現場を想
定したグループワークを積極的に行い、実践力の向上を
図る。

【到達目標】
①それぞれの習熟度に応じた子どもの歌（ピアノ伴奏に
よる弾き歌い）のレパートリーを更に拡げ、自信を持っ
てその歌唱伴奏を務めることができる。
②リズム楽器の正しい奏法を習得し、器楽を軸とした音
楽活動（合奏、アンサンブル）に主体的に取り組むこ
とができる。

※ こども教育宝仙大学 非常勤講師

実践報告

保育現場で必要とされる音楽表現技術の向上を目指す取り組みとその効果
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Ⅱ 「音楽遊び」授業実践報告

１．授業準備
本授業は前述の通り、新カリによって開設された初開
講科目であったため、担当教員４名での授業準備には多
くの時間を費やした。また、新型コロナウイルス感染症
による感染状況の予測が立てられないことから、全１５回
のうち、第１回～第７回までは対面授業と遠隔授業のど
ちらでも授業が行えるように計画した。秋学期後半は感
染状況が収束傾向となったため、第８回～第１５回は対面
授業での計画となった。さらに、履修する学生は開講中
に保育実習があるため、その分の補講設定においても、
新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら決定し
た。全１５回の授業計画は以下の通りである（表２）。

２．授業の実施方法
対面授業を行う場合、本学では、新型コロナウイルス
感染症の感染対策として、音楽演習室とピアノレッスン
室には、入室できる人数が設定されていたため、１コマ
９０分の授業を２分割（４５分・４５分）にして、ピアノレッ
スン室での「個人レッスン」と音楽演習室での「講義・
演習」の２部交代制となった。学生２３名を４グループに
分け、４名の教員が各グループの担当（個人レッスンの
担当教員）となり、２グループずつでの教室入れ替え制
とした（表３）。
遠隔授業時は、「講義・演習」を学生全員で一斉に行
えるため、ZOOMによる３０分間の「講義・演習」と６０
分間の「個人レッスン」（一人当たりのレッスン時間は
ZOOMへの入退室を含めて約１０分間）とし、個人レッ
スン以外の時間は各自ピアノと声楽の練習時間とした。
表２の授業計画文中の取消線は使用しなかった方の授
業内容であり、第１回と第２回は遠隔授業、第３回以降
は対面授業にて行った。なお、授業スタイルの決定は、
新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みて、２週間
毎に決定した。

３．音楽演習室とピアノレッスン室の授業内容
【音楽演習室】
音楽演習室は、３６名程のクラス授業を行うことのでき

る教室であり、グランドピアノ１台が配置され、動きを
伴った音楽表現活動を行うことができる。必要に応じて
机と椅子も配置できるよう、用意がしてある。
本授業時は感染対策により、学生の収容可能人数を２３
名までとした。
ここでの授業内容は、ピアノ演奏技術に必要な楽典（移
調、コード奏法、伴奏法）を主に扱う「ピアノ系テーマ」
と、動きを伴う音楽表現（音楽表現遊び、手作り楽器、

表２ ２０２１年度「音楽遊び」授業計画

表３ 教室と教員配置
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楽器演奏など）を主に扱う「表現系テーマ」という２つ
のテーマを設定し、担当教員も教員Aと教員Cが「ピ
アノ系テーマ」、教員Bと教員Dが「表現系テーマ」を
主に担当した。

【ピアノレッスン室】
本学には４つのピアノレッスン室があり、それぞれに
アップライトピアノ１台と電子ピアノ１０台が配置されて
いる。感染対策のため、教員１名と学生５名までの入室
制限を設けており（学生が６名のグループは２室利用）、
４５分間で５～６名の学生の個人レッスンを１名の教員が
担当した。指導時間は学生ひとりにつき６～７分間とし、

指導時間以外は、各自で自習（練習）を行った。前項、
「Ⅰ-２．授業概要と到達目標」にあるように、それぞ
れの習熟度に応じた子どもの歌（ピアノ伴奏による弾き
歌い）のレパートリーを増やすことを目標としているた
め、学生は担当教員と相談した上で、課題曲を決定した。
課題曲は、本学の音楽科目「音楽と表現Ⅰ」、「音楽実技
Ⅰ」、「音楽実技Ⅱ」、「音楽と表現Ⅱ」でも使用してきた
教科書『こどものうた ２００』、『続こどものうた２００』
（チャイルド社）の２冊を引き続き使用した。副教材「音
楽カルテ」もこれまでの音楽科目で使用してきたカルテ
を引き続き使用した。カルテの表面は「音楽と表現Ⅰ」
「音楽実技Ⅰ」「音楽実技Ⅱ」の３つの科目の課題曲と
なっている。「音楽カルテ」の裏面（表４）に２０曲掲載
されており、その他、本授業で取り扱った３曲「すてき
なパパ」「どんな色がすき」「ぼよよん行進曲」を追加し
た。本授業は３年次履修科目のため、殆どの学生がカル
テ表面の学習を終えており、カルテ裏面の曲に取り組む
学生が多く見られた。
なお、副教材「音楽カルテ」の使用方法や表面の掲載
曲についての詳細は、葛西ほか（２０１９）を参照されたい。

４．定期試験の実施
【中間試験】
中間試験は第７回に実施し、試験内容は①「制作した
絵本うたの発表」、②「子どもの歌の弾き歌い」とした。
絵本うたの発表には、絵本うたの制作に加えて、歌い方、
発表での工夫等も採点の対象とした。制作の技法をはじ
め、絵本の見せ方、うたのテンポなど、学生の工夫と個
性が感じられ、素敵な「絵本うた」の試験（発表会）と
なった。作品の一部を掲載する（図１、２）¹。
子どもの歌の弾き歌いは、個人レッスン時に担当教員
と相談し、選曲した。前述の通り、翌年の教育実習を視
野に入れて選曲をする学生が多かった。

表４ 副教材 「音楽カルテ」裏面

図１ おばけなんてないさ（２つの作品から抜粋）

保育現場で必要とされる音楽表現技術の向上を目指す取り組みとその効果
─保育者養成校の『音楽遊び』授業実践とアンケート調査から─

103



【期末試験】
期末試験は授業最終回（第１５回）に実施し、試験内容

は①「器楽演奏（アンサンブル）：ミュージックベル」、
②「課題曲：Happy Birthday to You のコード伴奏」、
③「子どもの歌の弾き歌い」とした。ミュージックベル
は、開講時に分けた４つのグループ（５～６名）で「き
よしこの夜」を演奏した。「課題曲：Happy Birthday to
You のコード伴奏」は、「ピアノ系テーマ」での講義で
扱った内容であり、各自でコード伴奏を考え、手書きの
楽譜も作成した。子どもの歌の弾き歌いについては、中
間試験と同様に担当教員と相談し、選曲した。

Ⅲ アンケート調査

１．アンケート調査の実施と方法
本授業は前述のとおり２０２１年度に初めて開講した科目

であり、授業内容や教育的効果などの振り返りとともに、
次年度以降の授業内容の充実を目的として、履修をした
学生２３名に対してアンケート調査をGoogle Forms を使
用して行った。
授業最終回（第１５回）に本学のFDアンケートとは別

に用意し、授業内容や改善点などに特化した内容とした。
なお、倫理的配慮として本アンケート調査のデータは研
究目的以外には使用しないこと、また個人が特定されな
いように配慮し、一切成績には影響しない旨を、アンケー
ト冒頭の説明文に付記した。
実際にアンケート調査に回答した学生は２１名であり、
２名が無回答だった。アンケート調査の内容と結果は、
次項「Ⅳ アンケート調査報告」に記載する。

２．倫理的配慮
授業最終回に行ったGoogle Forms を使用したアン
ケート調査の倫理的配慮については前述の通りである

が、前項Ⅱ-４にて掲載した「絵本うた」の学生の作品
（図１、２）についても、倫理的配慮として、研究目的
以外には使用しないこと、また個人が特定されないよう
に配慮し、一切成績には影響しない旨を口頭で周知し、
了解を得た学生の作品のみ写真撮影した¹。

Ⅳ アンケート調査報告

アンケート調査の内容と結果は以下のとおりである。
設問は７つであり、設問１と２は選択式、設問３～７に
ついては自由記述とした。なお、本文中に自由記述を引
用する際には、明らかな誤記以外は修正せずにそのまま
記載するが、設問３の回答については、２つの視点から
考察したため、筆者が回答を分類し、各回答の文末に①
と②を追記した。

Ⅴ 考察

【設問１ 本授業「音楽遊び」の満足度をお答えくださ
い】
本授業に対する満足度は「とても満足―とても不安」
までの５段階の評価尺度を用いた。結果、８５．７％の学生
が「とても満足」、１４．３％の学生が「やや満足」と回答
し 「普通」、「やや不満」、「とても不満」と回答した者
はいなかった。
高い満足度を得ることができたことは、初開講科目を
準備・実施した努力が報われた思いである。

【設問２ 面白いと感じた授業内容は何でしたか】
ピアノ演奏技術に必要な楽典を主に扱う「ピアノ系
テーマ」と、動きを伴う音楽表現を主に扱う「表現系テー
マ」という２つのテーマから授業内容を構成したが、「絵
本うた」をはじめ、「移調」、「手話ソング」、「リズムあ

図２ どんぐりころころ（２つ作品から抜粋）
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そび」、「ミュージックベル」、「簡易伴奏・伴奏アレンジ
アレンジ」、「手作り楽器」のそれぞれに「面白いと感じ
た」と回答があった。
４名の担当教員がそれぞれの専門性や経験を活かし、
幅広い音楽表現活動を授業内容に盛り込めたことが良
かったのではないか。

【設問３ 本授業への参加を通して、自分にとって必要
だと感じた技術は何でしたか】
回答を大きく分類すると、①「本授業で初めて得た学
びをさらに深める」、②「これまでに学んできた音楽技
術の向上と発展」の２つに分類することができるだろう。
「絵本うた」は初めて経験した学生も多く、「絵本うた」
についての記述が２件あった。実際に学生が本授業開講
中に行った保育実習での歌唱活動に「絵本うた」を用い
た際の子どもたちの反応についてや、事前に準備（制作）
することの大切さについての回答があった。本授業では、
「絵本うた」を各自で制作したことで、実習や将来保育
者として実践できるアイデアを得る機会となったであろ
う。

表５ アンケート回答 【設問１、２】 表７ アンケート回答 【設問５、６、７】

表６ アンケート回答 【設問３、４】

保育現場で必要とされる音楽表現技術の向上を目指す取り組みとその効果
─保育者養成校の『音楽遊び』授業実践とアンケート調査から─
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また「これまで学んできた音楽技術の向上と発展」に
分類した回答には、ピアノの演奏技術や弾き歌いの技術、
楽器の奏法（ミュージックベル）に加えて、「人前での
演奏でも緊張しない事」や、「周りの様子を見る（合わ
せる）余裕が持てるようになりたい」、「音楽の楽しさを
子どもに伝える技術」、「演奏でミスをしても堂々と演奏
する」など、自身の音楽技術の向上にとどまらず、保育
現場で必要とされる音楽技術を意識した回答が多く見ら
れた。これらの保育現場を意識した目標は、幾度かの実
習を経験した３年生ならではの気付きでもあり、保育者
養成校の音楽科目としての重要な観点でもあろう。
なお、学生からの回答は、本科目の「授業概要」と「授
業の到達目標」とも合致している。今後も授業内容を踏
襲しながら、学生の音楽技術が多方面から向上するよう
に教員一同で指導に努めなければならない。

【設問４ 授業内容に加えて欲しい（学びたかった）音
楽表現について、あれば具体的にお答えください】
「手話ソングが楽しかった」、「授業の他に手話や手遊
びを学ぶ事で引き出しが増える機会に繋がる」など、手
話ソングに関する回答が３件あった。これは、「手話ソ
ング」の楽しさを授業で経験し、実習や保育現場でも実
践したいという意欲の表れであると言える。
「連弾とかやると面白いなと思いました」という回答
もあった。連弾は「自分だけ出来ればよい」という訳で
はなく、お互いがよく練習してから一緒に合わせて作り
上げる為、アンサンブルの土台となるであろう。新型コ
ロナウイルスの感染状況に配慮しながら、今後の授業内
容に取り入れたい。
また、「もう少しだけ楽典を学びたかった」と回答も

あった。楽典は１、２年生での音楽科目で基礎から学ん
でいるが、楽器の演奏をはじめ、音楽表現的な遊びをし
ていく上では不可欠なものである為、これまでの復習を
兼ねて学習するのもよいであろう。
さらに、「ピアノのレパートリーを増やしたい」とい
う回答もあった。今後は、手話ソングやピアノのレパー
トリーを増やしていけるように、授業内容の充実を図る
とともに、個人レッスンの良さを活かしたきめ細やかな
指導を心掛けたい。学生の学習意欲が高まることで、保
育者となった際の実践力の向上にも繋がるだろう。

【設問５ 授業の中で興味を持ち、さらに勉強したいと
思った内容は何ですか】
「伴奏アレンジ」、「コード進行（伴奏）」など、これま
でに習得してきたピアノ伴奏技術の向上についての回答
が５件あり、これは本授業の到達目標である、子どもの
歌（ピアノ伴奏による弾き歌い）のレパートリーを更に

拡げる点において、学生が既存の楽譜や決められたコー
ドの転回形、伴奏の形にとらわれず、１つの楽曲でも様々
な表現方法があることに気づき、音楽を感じた自由な発
想から創造的なピアノ伴奏を試みたい、という意図であ
ると解釈できる。
また、「ミュージックベル」についての回答が６件あ
り（授業内においてミュージックベルとハンドベルの違
いについての説明をしていたが、学生の中でその区別が
曖昧になっていることは指導における反省点であり、今
後に反映させたい）、これはミュージックベルの演奏を
通して互いの音を聴きあったり、難しいパートを部分的
に受け持ちあうなどの工夫をし、一つの作品を完成させ
る協同的な活動に音楽の楽しさと充実感を得た結果と考
えられる。また、「子どもたちが演奏する時はどう気を
付ければよいのか」、「難しい子にはどう対応するのか」
といった、ミュージックベルを子どもの活動に取り入れ
ることに目を向けた記述も見られた。本授業において、
ミュージックベルを使用した器楽合奏に取り組んだ時間
は、第１２回から第１５回までの４回であったが、そのうち
第１５回の最終授業は期末試験内における発表であったた
め、その大部分を発表に向けてのグループ活動に充てて
おり、ミュージックベルの指導法については持ち方や鳴
らし方、デスクタイプのベルの紹介と実演に留めた。し
かし、保育者が楽器の特性を理解して美しく鳴らし、楽
しんで演奏をする姿は、子どもにとっての魅力的な楽器
との出会いとなり、その後の楽器への主体的な関わりの
第一歩となるため、限られた時間ではあるが、楽器の魅
力を引き出し、学生自身がよりその魅力を実感できる活
動となるよう援助していきたい。

【設問６ 実習先で歌われていた曲で好きな曲や弾ける
ようになりたい曲を教えてください】
「さんぽ」「おべんとう」「どんな色がすき」に複数の
回答があった。本学の課題曲に入っている曲の他に、課
題曲には入っていない曲も数曲挙げられている。保育現
場で歌われる機会が多い曲については、課題曲に追加す
るなど授業内容を検討するとともに、実習での経験を学
生全員と教員で共有することが望ましいと考える。

【設問７ 実習に行って、更に習得したいと思った内容
（表現技術）は何ですか】
「ピアノの演奏技術」や「弾き歌いの技術」等のピア
ノ演奏技術に関する回答が最も多かった。実習では、子
どもたちとの音楽表現活動の楽しさを経験するととも
に、援助の難しさも感じたのではないかと考えることが
できる。やはり、授業内で演奏するのと保育現場で子ど
もたちを前にして演奏するのとでは大きく異なる。「音
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楽実技Ⅱ」の授業でも行っている「伴奏ワーク（教員役
と子ども役に分かれ、歌いだしの声かけなど保育実践を
想定した活動）」の機会を更に増やし、「保育現場におけ
る音楽表現活動を想定した練習」を多く取り入れること
も有効であると考える。

おわりに

２０２１年度「音楽遊び」の実践記録の振り返りとアンケー
ト結果から、授業への参加を通して、学生が様々な音楽
表現活動に興味を持ち、さらに理解を深めようとする姿
が見られた。それぞれのテーマの中で、多様なアプロー
チを学ぶことにより、学生自身が表現することを楽しみ、
子どもにその「楽しさ」を伝えるにはどうしたらよいの
か、といった保育現場や子どもを意識した回答も多くみ
られ、本授業の目的である、弾き歌いレパートリーの拡
充やその技術向上、リズム楽器の正しい奏法・アンサン
ブルといった技術的な目標と向き合いつつも、子どもた
ちに音楽活動を展開する保育者としての心の芽生えを見
ることができた。１５回の授業の中に、多様な音楽表現技
術を取り入れたことは、学生の音楽表現に関する視野を
広げ、関心を高めることになったと考えられる。一方で、
それぞれの活動における技術の安定や、より深い教材研
究に十分な時間があったとは言い難い。今後は、学生自
身が本授業で感じた音楽表現活動の楽しさや、更なる学
習意欲を継続させるためにも、保育現場で必要とされる
対応力や実践力が習得できるような反転授業を取り入れ
ることも有効ではないかと考える。
学生が授業において得た発見や技術を基に、子どもた
ちが繰り返し遊び、豊かな人間性を育むことができる「音
楽遊び」の実践を目指し、研鑽を積んでいくことを心か
ら願っている。

引用文献
葛西健治・嶋田陽子・齋藤亜都沙・志田尾恭子（２０１９）「２０１９
年度春学期「音楽と表現Ⅰ」報告―表現へのアプローチを主
体とした初年次音楽教育の試み―」『こども教育宝仙大学紀
要』１１，pp．９１-１０３．

注
１）本稿は２０２１年度『音楽遊び』の実践報告であるが、作品
の掲載について学生の承諾が確実に確認できなかったこ
とや、作品内容が著作物の引用・複製に当たる可能性が
あったため、それら２つの条件を満たした２０２２年度の作
品を掲載することとした。

保育現場で必要とされる音楽表現技術の向上を目指す取り組みとその効果
─保育者養成校の『音楽遊び』授業実践とアンケート調査から─
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